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本
書
は
、
著
者
が
現
在
ま
で
一
〇
年
余
り
に
渡
っ
て
蓄
積
し
た
膨

大
な
研
究
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
主
に
植
民
地
後
期

（
一
九
三
七
～
四
五
）
の
文
学
作
品
を
対
象
に
、
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
が

持
ち
得
る
意
味
を
、
人
類
学
や
社
会
学
、
歴
史
学
等
の
膨
大
な
参
考
文

献
に
依
拠
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
い
わ
ゆ
る

“
無
名
”
に
近
か
っ
た
マ
イ
ナ
ー
内
地
人
作
家
の
作
品
群
に
焦
点
を
当

て
、彼
ら
が
意
識
的
・
無
意
識
的
に
テ
ク
ス
ト
内
部
に
描
き
込
ま
な
か
っ

た
事
象
と
そ
の
理
由
を
、
各
時
代
に
お
け
る
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
証
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
植
民
地

支
配
の
重
層
的
内
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
支
配
者
の
心
理
構
造
を
暴

い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

台
湾
文
学
に
馴
染
み
の
あ
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
本
書
で
扱
わ
れ
る

の
が
マ
イ
ナ
ー
作
家
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
知
的
好
奇
心
を
搔
き

“
人
文
探
偵
”
が
切
り
拓
く
植
民
地
期
台
湾
文
学
の

新
地
平

八
木　

は
る
な

Book Review
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立
て
ら
れ
、
一
気
に
読
み
進
め
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
文
学
研
究
書

と
し
て
の
本
書
の
意
義
は
、
従
来
の
台
湾
文
学
史
に
一
石
を
投
じ
、
植

民
地
期
台
湾
文
学
の
新
し
い
地
平
を
切
り
拓
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　

他
方
、
文
学
を
専
門
と
し
な
い
読
者
が
本
書
を
読
め
ば
、
文
学
研
究

の
方
法
的
多
様
性
を
実
感
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
考
証
的
な
批
評
を

行
う
本
書
の
よ
う
な
文
学
論
は
、
同
時
に
社
会
史
論
と
し
て
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
本
書
で
は
、
た
と
え
ば
探
偵
小
説
の
成
立
条
件
、
台

湾
籍
民
と
旅
券
の
歴
史
、台
湾
ラ
ジ
オ
放
送
の
沿
革
、理
蕃
政
策
と
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
関
係
な
ど
が
、
作
品
読
解
に
先
ん
じ
て
解
き
明
か
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
論
述
か
ら
、
台
湾
近
代
史
、
日
本
帝
国
史
に
関
す
る

知
識
を
多
く
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
Ⅰ
部
で
著
者
は
「
本
物
の
﹁
日
本
人
﹂
と
は
誰
か
」
を
考
え
つ
つ
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
解
き
明
か
す
。
ま
ず
、
沖
縄
人
と
台
湾
人
と
は
古

星
名
宏
修
著

植
民
地
を
読
む

「
贋
」日
本
人
た
ち
の
肖
像
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く
か
ら
密
接
な
関
係
を
持
ち
、「
内
地
人
」
と
は
重
層
的
な
意
味
を
持

つ
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と（
第
一
章
）。ま
た
、金
関
丈
夫「
指
紋
」（
一
九
四
三
）

で
は
台
湾
人
が
「
司
法
的
同
一
性
」
の
「
撹
乱
者
」
と
し
て
描
か
れ
、

そ
の
ど
ん
で
ん
返
し
の
結
末
に
、
生
物
学
的
な
同
一
性
し
か
信
用
し
な

い
人
類
学
者
金
関
の
辛
辣
な
視
線
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
（
第
二
・

第
三
章
）。
続
く
第
四
章
で
は
、
混
血
児
表
象
を
め
ぐ
り
、
坂
口
䙥
子

や
庄
司
総
一
等
著
名
な
内
地
人
作
家
に
加
え
、
本
島
人
作
家
や
朝
鮮
の

文
脈
を
も
視
野
に
入
れ
た
射
程
の
広
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
当
時
日
本
社
会
に
根
強
く
あ
っ
た
優
生
思
想
と
台
湾
に
お
け
る

皇
民
化
・
同
化
政
策
と
の
複
雑
な
重
な
り
と
ズ
レ
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

そ
の
優
生
思
想
と
皇
民
化
・
同
化
政
策
が
絡
み
合
っ
た
と
こ
ろ
で
生
ま

れ
る
支
配
者
の
論
理
が
暴
か
れ
る
。
だ
が
そ
う
な
ら
ば
、
第
四
章
に
お

い
て
唯
一
の
被
植
民
者
で
あ
る
本
島
人
作
家
の
黃
寶
桃
は
、
当
時
ど
の

よ
う
な
思
惑
を
も
っ
て
「
感
情
」
の
よ
う
な
小
説
を
発
表
し
た
の
か
？　

読
者
は
さ
ら
な
る
論
点
を
次
々
と
連
想
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

第
Ⅱ
部
は
、
内
地
人
の
原
住
民
表
象
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
著

者
は
ま
ず
、
一
般
に
劇
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
中
山
侑
の
ラ
ジ
オ
作
家

時
代
に
着
目
し
、
新
た
な
中
山
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
。
著
者

に
よ
れ
ば
、
中
山
は
「
ラ
ヂ
オ
・
ド
ラ
マ　

風
―
―
あ
る
蕃
地
の
駐
在

所
風
景
」（
一
九
四
〇
）
の
中
で
、「
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
は
な

い
﹁
蕃
害
﹂
に
対
す
る
統
治
者
の
潜
在
的
な
恐
怖
」
を
図
ら
ず
も
描
い

て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
（
第
五
章
、一
五
九
～
一
六
〇
頁
）。
第
六
章
は
、

河
野
慶
彦
「
扁
柏
の
蔭
」（
一
九
四
三
）
に
つ
い
て
、
作
者
が
故
意
に
テ

ク
ス
ト
か
ら
排
除
し
た
二
〇
年
間
の
実
態
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
論
法
は
、
台
湾
人
の
大
陸
進
出
を
論
じ
、
宗
主
国
・
植
民
地
・

占
領
地
の
力
学
を
分
析
し
た
第
Ⅲ
部
の
第
七
章
に
ま
で
引
き
継
が
れ
、

同
章
で
は
河
野
「
湯
わ
か
し
」（
一
九
四
三
）
を
め
ぐ
り
、
同
じ
く
看
護

助
手
の
大
陸
進
出
を
描
い
た
藍
明
谷
「
一
個
少
女
的
死
」（
一
九
四
六
）

を
手
が
か
り
に
、
河
野
が
テ
ク
ス
ト
か
ら
排
除
し
た
も
の
が
再
び
検
証

さ
れ
て
い
く
（
第
七
章
）。
そ
れ
に
対
し
て
第
八
章
で
は
、
紺
谷
淑
藻
郎

「
海
口
印
象
記
」（
一
九
四
一
）
が
、
先
行
テ
ク
ス
ト
の
火
野
葦
平
「
海

南
島
記
」（
一
九
三
九
）
を
超
え
る
よ
う
に
し
て
、「
火
野
と
は
全
く
異

な
る
占
領
地
の
姿
を
描
い
た
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。
同
作
に
は
「
台

湾
で
促
進
さ
れ
て
い
る
皇
民
化
政
策
の
﹁
成
果
﹂」
や
「
日
本
の
﹁
大

陸
進
出
﹂
の
あ
り
の
ま
ま
」
が
描
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
（
二
四
四
～

二
四
五
頁
）、
そ
れ
は
楊
逵
が
評
価
し
た
「
糞
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
系
譜
に

あ
っ
た
こ
と
を
、
著
者
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
Ⅳ
部
・
第
九
章
は
、
一
九
三
五
年
四
月
の
新
竹
・
台
中
大
震
災
を

も
と
に
作
ら
れ
た「
君
が
代
少
年
」と
い
う“
美
談
”を
論
じ
た
も
の
だ
。

著
者
は
、そ
れ
が
映
画
や
唱
歌
、ラ
ジ
オ
教
材
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
に
よ
っ
て
「
国
民
化
」
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
を
暴
き
出
す
。

し
か
し
そ
の
状
況
は
、“
原
住
民
少
女
版
美
談
”
と
も
言
え
る
あ
の
「
サ
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ヨ
ン
の
鐘
」
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
が
ゆ
え
に
、
両
作

の
対
照
性
に
も
言
及
す
れ
ば
、
い
ま
以
上
に
興
味
深
い
論
考
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
評
者
は
思
う
。
本
章
の
「
お
わ
り
に
」
は
、
著
者

に
よ
る
“
柴
山
武
矩
論
序
説
”
と
で
も
呼
べ
よ
う
か
、
著
者
の
次
回
作

を
匂
わ
せ
る
一
つ
の
予
告
編
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
味
わ
い
深
い

余
韻
を
残
し
な
が
ら
、
本
書
は
結
ば
れ
て
い
る
。

　
「
作
者
自
身
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
謎
を
読
み
解
く
た

め
の
参
加
の
記
録
」（
四
六
頁
）
と
い
う
著
者
の
表
現
は
、
ま
さ
に
本
書

全
体
の
特
徴
を
的
確
に
表
す
言
葉
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
本
書
が

行
う
作
品
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
分
析
は
、
と
も
す
る
と
気
が
滅
入
り
そ
う

な
ほ
ど
深
遠
で
仔
細
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
く
ぐ
り
抜
け
て
最
後
に
提

示
さ
れ
る
著
者
の
作
品
解
釈
は
、
強
い
説
得
力
に
満
ち
て
い
る
。
考
察

対
象
か
ら
常
に
一
定
の
距
離
を
置
き
、
対
象
に
鋭
く
切
り
込
ん
で
い
く

―
そ
う
し
た
著
者
の
冷
静
な
批
評
態
度
が
、
本
書
で
は
効
果
的
に
現

れ
て
い
る
の
だ
。
評
者
は
緊
張
感
を
覚
え
つ
つ
こ
れ
を
読
み
進
め
な
が

ら
、
ま
る
で
“
人
文
探
偵
”
に
よ
る
一
冊
の
事
件
簿
を
読
む
か
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
の
最
後
で
著
者
は
、
台
湾
と
特
に
関
わ
り
の
深
か
っ
た
八
重

山
の
人
々
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「﹁
あ
こ
が
れ
の
台
湾

で
の
生
活
﹂
は
、
故
郷
で
は
体
験
で
き
な
い
都
会
的
な
﹁
楽
し
さ
﹂
を

満
喫
で
き
る
場
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
﹁
植
民
地
は
天
国
だ
っ
た
﹂。

だ
が
同
時
に
植
民
地
で
の
日
常
を
通
じ
て
、
植
民
者
の
帝
国
意
識
に
八

重
山
の
人
々
も
深
く
絡
め
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
三
一
頁
）。
だ

が
、
当
時
の
沖
縄
台
湾
間
に
就
航
し
て
い
た
航
に
よ
る
旅
が
「
地
獄
の

よ
う
な
旅
」（
又
吉
盛
清
『
日
本
植
民
地
下
の
台
湾
と
沖
縄
』
沖
縄
あ
き
書
房
、

一
九
九
〇
年
、
三
八
頁
）
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、八
重
山
の
女
性
た
ち
の
渡
台
の
動
機
に
は
、都
会
的
で
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
生
活
、
い
わ
ば
「
近
代
」
へ
の
「
あ
こ
が
れ
」
だ
け
で

な
く
、「
地
獄
の
よ
う
な
旅
」
を
経
験
し
て
で
も
台
湾
で
稼
が
ね
ば
な

ら
な
ら
な
い
経
済
的
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。「
台
湾
植
民
地
で
は
、多
く
の
沖
縄
女
性
が
、貸
座
敷
や
料
亭
、

遊
郭
に
囲
わ
れ
、な
ぐ
さ
み
も
の
に
さ
れ
て
い
た
。沖
縄
女
性
も
、ま
た
、

台
湾
植
民
地
支
配
の
先
兵
と
し
て
、﹁
肉
体
市
場
」
を
も
っ
て
、
植
民

地
支
配
を
支
え
る
道
具
に
さ
れ
て
い
た
﹂（
同
上
書
、
六
七
頁
）。
こ
う

し
た
視
点
は
、
本
書
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で

も
や
は
り
著
者
は
、
沖
縄
人
女
性
の
渡
台
動
機
を
「
あ
こ
が
れ
」
の
一

点
の
み
に
集
約
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
評
者
に
は
感
じ
ら

れ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
懸
念
も
含
め
て
、
評
者
は
特
に
第
一
章
を
興

味
深
く
読
み
進
め
た
。
た
と
え
ば
こ
こ
で
は
、葉
石
濤
「
異
族
的
婚
礼
」

（
一
九
九
四
）
と
黃
昆
彬
「
琉
球
的
孩
子
們
」（
一
九
四
八
）
と
が
比
較
さ

れ
、
両
テ
ク
ス
ト
の
深
い
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
指
摘

か
ら
台
湾
人
作
家
は
現
在
や
過
去
の
沖
縄
人
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し
て
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き
た
か
、
と
い
う
新
た
な
問
題
意
識
を
導
き
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
現
在
沖
縄
を
訪
れ
る
台
湾
人
の
数
は
外
国
人
観
光
客
の
中
で
も
最

も
多
く
（
沖
縄
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
平
成
二
八
年
四
月
入
域
観
光
客

統
計
概
況
」参
照
）、台
湾
で
は
近
年
、松
本
良
孝『
八
重
山
の
台
湾
人
』（
南

山
舎
、二
〇
〇
四
）
が
翻
訳
刊
行
さ
れ
（『
八
重
山
的
台
灣
人
』
台
北
；
行
人
、

二
〇
一
二
）、二
〇
一
四
年
に
は
民
視
（
テ
レ
ビ
局
）
の
歴
史
教
育
番
組『
台

湾
演
義
』
に
お
い
て
「
八
重
山
台
湾
移
民
血
涙
史
」
な
る
特
集
が
組
ま

れ
た
よ
う
だ
。
沖
縄
に
お
け
る
台
湾
人
観
光
客
の
多
さ
は
、
両
地
の
地

理
的
近
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ

ら
の
現
象
は
、
台
湾
人
が
沖
縄
人
に
対
し
て
あ
る
種
の
シ
ン
パ
シ
ー
を

抱
き
続
け
て
い
る
こ
と
の
傍
証
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
書
は
こ
の
よ
う
に
膨
大
な
資
料
を
読
者
の
前
に
次
々
と
提
供
し
な

が
ら
、
そ
れ
を
多
様
な
視
点
か
ら
解
読
し
、
読
者
を
様
々
な
連
想
へ
と

い
ざ
な
い
つ
つ
、
台
湾
・
沖
縄
・
日
本
を
め
ぐ
る
重
層
的
な
“
植
民
地

関
係
”
を
暴
き
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
や
ぎ
・
は
る
な　

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

郭
沫
若
研
究
会
報
　
第
十
六
号

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
郭
沫
若
の
六
高
留
学
生
活

　

―
―
岡
山
の
住
居
に
関
す
る
再
検
証	

（
劉
建
雲
）

『
女
神
』
の
再
認
識
（
上
）	

（
魏
建
／
岩
佐
昌
暲
訳
）

行
書
・
贈
《
屈
原
》
表
演
者
二
首
を
巡
っ
て	

（
松
宮
貴
之
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ラ
ッ
プ
ル
の
郭
沫
若
・
顧
城
比
較
論

（
楊
玉
英
／
岩
佐
昌
暲
訳
）

目
の
上
の
タ
ン
コ
ブ
（
眼
中
釘
）
―
―
和
解
へ
の
シ
グ
ナ
ル

	

（
山
田
敬
三
）

「
越
境
す
る
中
国
文
学
・
百
年
来
の
文
学
交
流
―
―
郭
沫
若
・
田
漢

日
本
留
学
百
周
年
記
念
国
際
研
究
会
議
」
開
催
報
告
（
藤
田
梨
那
）

「
虜
囚
」
郭
沫
若
と
自
由
を
希
求
す
る
伯
夷

　

詩
劇
「
孤
竹
君
之
二
子
」
を
め
ぐ
る
あ
れ
こ
れ	

（
杉
本
達
夫
）

前
口
上　

わ
た
く
し
と
郭
沫
若
―
―
『
沫
若
自
伝
』
を
読
む
（
一
）

	

（
上
野
恵
司
）

郭
沫
若
と
李
叔
同
（
法
名
弘
一
法
師
）
の
繫
が
り
に
つ
い
て

（
齊
藤
孝
治
）

“
美
談
”
に
は
気
を
つ
け
よ
う	

（
成
家
徹
郎
）

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館
と
郭
沫
若

　

―
―
今
日
的
意
義
の
観
点
か
ら	

（
篠
原
昭
雄
・
佐
藤
万
矢
子
）

［
Ｂ
５
判　

四
八
頁　

日
本
郭
沫
若
研
究
会
事
務
局
］

＊
入
手
に
つ
い
て
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
☎092-715-2554

／japankakuken@
gm

a（l.com

）


